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   We report a case of urethral condyloma acuminatum with severe dysplasia detected human 
papillomavirus (HPV) type 11. A 47-year-old male patient visited St. Luke's International Hos-
pital complaining of tumor at the urethral meatus. One small papillary lesion was found and 
excised. Histopathological examination revealed condyloma acuminatum with severe dysplasia. 
Immunohistochemical detection for HPV antigen in the specimen of condyloma acuminatum was 
positive and that of severe dysplasia was negative. In an electron microscopical study, viral 
particles were demonstrated only in the specimen of condyloma acuminatum. Detection of HPV 
DNA was performed using in situ hybridization (ISH) and southern blot hybridization (SBH). 
HPV type 11 was found in both lesions. 
   In conclusion, although previous studies have shown that HPV type 16/18 was especially corre-
lated with genital severe dysplasia and carcinoma, the process of malignant transformation was 
suggested in the association with HPV type 11. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 857-861, 1993) 





ンジ ロー マが 悪性 化 を呈 した 症 例 が 報告 され 注 目 され
てい る.ま た,コ ンジ ロー マの 原 因 と し てhuman
papillomavirus(HPV)が知 られ て い るが,こ の う
ちHPV-i6/18型が悪 性 化 に 関 与 して い る と 考 え ら
れ て い る.今 回わ れ わ れ は,男 性 尿 道 の 同一 腫 瘤 に コ
ソ ジ ロー マ と高 度 異 型 上 皮 が混 在 し,insituhybrid一
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ization法(ISH法),southernblothybridiza-
tion法(SBH法)に よ るHPVDNA検 出で,両
組 織 と もにHPV-11型 が 検 出 され た1例 を経 験 した











に異常なく,全身 リンパ節は触知しなか った.腫 瘤は
LO×1.Ocm大,有茎性乳頭状 で,外尿道口か ら0.5
cm尿道内に認めた.出 血,潰瘍はなかった.
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パ ラ フ ィン フ ロ ッ クか ら切 り出 した,コ ンジ ローマ と
高 度 異 型上 皮 お よび 残存 腫 瘤 組 織 の凍 結 組 織 よ り抽 出
したDNAを 用 い たsouthernblothybridization
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らHPV-ll型 が検 出 され た が,残 存 腫 瘤 組 織 か らは
検 出 され な か った(Fig.4).
考 察
男性 尖 形 コン ジ ロー マ はhumanpapillomavirus
(HPV)に よ り引 き起 こ され るsexuallytransmit-
teddisease(STD)として知 られ て お り,ご く稀 に
尿 道 に発 生 した 報告 例Dを 除 き,日 常 診 療 で は比 較 的
よ くみ られ,ま た悪 性 化 を きた す こ とは ない とい う見
解 が一 般 的 で あ ったた め関 心 を 引 く こ と は 少 な か っ
た.1924年,BuschkeおよびLowenstcinらが 最 初
に報 告 した 巨大 コ ン ジ ロ ー マ(Buschke-Lowenstein
tumor)は,強い角 化 傾 向 や 潰 瘍 化 な どか ら臨 床 的 に
陰 茎 癌 との鑑 別 が 困難 であ った が,病 理 組 織 学 的 に は
尖 形 コ ンジ ロー マの像 を呈 し良性 疾 患 と診 断 され た.
しか し現 在,巨 大 コ ン ジ ロー マは3型 に分 類 され,こ
の うち 組織 学 的 に 悪性 を 呈す る 皿型(Israe1型)が
本 邦 に お いて も報 告 され て お り2),さらに10年間 の 経
過 後 に悪 性 化 を きた した 巨大 コ ンジ ローマ の症 例 も報
告 され て い る3).
従 来,HPV感 染 症 の診 断 はkoilocytosisなど の
細 胞 診,組 織 診4).抗bovinepapillomavirus抗体
を 用 い た 免疫 組 織化 学 染 色5),電顕 的 検 索6)など,お
もに 形 態 学 的 方 法 に よっ て行 わ れ て いた が,ウ ィ ル ス






































果 は え られ て い なか った.し か し近 年,分 子 生物 学 の
進 歩 に よ ってDNAhybridization法の 有 用 性 が 報
告 さ れ7),southernblothybridization法(SBH
法)に よるHPVDNA型 の 同定7),insituhybrid-
ization(ISH法)によるHPVDNAの 組 織 内 局
在 の検 索 と型 同定8),さらにViraTypeKitに よ る
簡 易 検 出法9)など に よ りHPV感 染 と形 態 変 化 との
関連 が 明 らか に され つ つ あ る.現 在,HPVDNA型
は60種以 上 が 確認 され て お り,生 殖 器 系 に 関 連 す る も
の はHPV-6,ll,16,18,31,33,35型が 多 い とい われ
て い る.HPV-6/ll型 は 尖形 コ ンジ ロ ーマ で67～92
%の 感 染 を認 め るが9-12),異形 成 や 癌 か らは 検 出 され
ず,癌 化 との 関 連性 が 低 い こ とか ら10wrisk群とい
わ れ て い る9・11).一方,子 宮 頸 部 病 変 に お い て,HPV
-16/18型,31/33/35型は 高 度異 形 成 で40～70%,上皮
内癌 で75～1006e,浸潤 癌 で50～70%と 高 率 に 検 出 さ
れて お り11-13),また 陰 茎 癌 症 例で 検 出 さ れ たHPV
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